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府中市健康地域づくり審議会 

第１３回熟年元気づくり分科会 報告書 

 

１ 分科会の概要 

(1)日 時：平成２８年１１月１６日（水）９時３０分から１１時まで 

 (2)場 所：市役所２階第１応接室 

 (3)出席者：伊 達 速 人（分科会会長）  宮 口 英 昭（分科会副会長） 

重 森 由 枝（分科会委員）  前 原 裕 吉（分科会委員） 

藤 本 命 壮（分科会委員）  守 屋 綾 子（分科会委員） 

佐 伯 邦 章（分科会委員） 

 (4)欠席者：寺 岡   暉（職権委員）   

 

２ 概要 

(1)開 会 

(2)分科会会長あいさつ 

 (3)議事 

①政策指標・目標の現状 

●関係資料の説明  

事務局から「政策指標・目標の現状について」について、資料により説明を

行い、意見を求めた。 

 

●質疑・意見交換 

【主な質疑・意見】 

団塊の世代が介護の要介護・要支援認定を受けないようになれば、まだまだ

「元気高齢者」数値が上がるような気がするが、そういった傾向はないか。 

 

②平成２８年度の取り組み状況 

●関係資料の説明  

  事務局から「平成２８年度の取り組み状況」について、資料により説明を行 

い、「生きがい創業ビジネス補助金」、「プラチナ大学」、「提言に基づく新たな取 

り組み（育児・家事支援への高齢者派遣事業、コミュニティ・キッチン）」につ 

いて意見を求めた。 

 

●質疑・意見交換 
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 【主な質疑・意見】 

 ◆生きがい創業ビジネス補助金 

○市から、町内会へ「生きがい創業ビジネス補助金」について提案した場 

合には、町内会で応募の検討をする可能性はあると思う。 

○広報は、一つの方法で１００％見る方をカバーできることは無いと思う 

ので、いろいろ工夫をしてほしい。 

◆育児・家事支援への高齢者派遣事業 

○ニーズ調査のアンケートの内容は、簡単に誰でもすぐ回答できるように 

してもらいたい。 

○アンケート実施を乳幼児健診に限らず、保育所に協力してもらえば回収 

率がよくなるのではないか。 

○アンケート対象を２歳までに限らず、もう少し大きい年齢の子どもがい 

る家庭の意見も吸い上げられると、よりよいと思う。 

○高齢者と若者では、育児方針が違う。アンケート項目に、「高齢者による 

支援」という項目を入れた方がよい。 

○「結婚をしない・しにくい」等で、支援対象者が少なくなってくるので 

は。高齢者も絡めた結婚支援について、「次世代創造分科会」とどう連携 

をしていくか。 

○「育児・家事支援」について、実際に子育てされている方の意見が出る 

 「次世代創造分科会」と、よく連携とっていただければと思う。 

◆コミュニティ・キッチンの開設 

○日中、居場所が無いという相談をよく受ける。「コミュニティ・キッチ 

ン」が受け皿になるのか。 

○「プラチナ大学」の受講者を含め、熟年元気づくり分科会の委員で実際 

に「コミュニティ・キッチン」を開設しているところを見学することは、 

いいことだと思う。 

 

③平成２９年度の取り組み 

●関係資料の説明  

  事務局から「平成２９年度の取り組み」について、資料により説明を行い、

「生きがい創業ビジネス補助金」、「プラチナ大学」、「育児・家事支援への高齢

者派遣事業」、「コミュニティ・キッチンの開設」について意見を求めた。 

 

●質疑・意見交換 
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 【主な質疑・意見】 

◆生きがい創業ビジネス補助金 

○人によって得意分野がある。企画と実施を別に公募してはどうか。 

○子どもたちには、面白い発想がある。子どもたちから企画を募ることは、 

事業を周知する効果も期待できる。 

○町内会の中で、高齢化の課題解決のために集まる流れができれば。それ 

ぞれの地域が様々な課題を抱えている中で、同じように一括して考える 

のは非常に難しいものがある。 

○補助金があることを知らない人が多い。成功例を皆さんに知らせてあげ 

れば、「私たちもやってみよう」という機運が出てくると思う。 

◆プラチナ大学 

○「育児・家事支援への高齢者派遣事業」や「コミュニティ・キッチン」 

関連の講師を呼べば、効果があるのではないか。 

◆育児・家事支援への高齢者派遣事業 

○実施している事例はあるのか 

○本当に頼れる人が近くにいるという環境が必要。世代間が交流できるこ 

とが一番大事では。いろんな取り組みが複合的になれば、効果が高まる 

のではないか。 

 

(4)閉会 

事務局のまとめとして、「生きがい創業ビジネス補助金」、「プラチナ大学」、「育

児・家事支援への高齢者派遣事業」、「コミュニティ・キッチン」へご指摘・ご意見

等を今年度の後半、また来年度の運営に生かし、各事業の実施内容を充実させてい

きたい旨を旨を述べた。 

宮口副会長から、「いろんな方向からご意見をいただいた。新しい考え方やいろ

いろな発想を十分活かしてほしい。また、何とか地域で元気にしようという考え方

を持っている人は増えているとは思う。そういう方々の活動をしっかり吸い上げて

いけるようなことになればと思っている。また次回いいご意見をいただければと思

いっている」と挨拶があり、閉会とした。 


